
2024年 9月 1日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒485番（SK姉） 

『墨よりも黒き罪の身も』 

 

 

聖書⇒詩編 34編 2、9、16~21節（MM姉） 

『どのようなときも、わたしは主をたたえ／ 

わたしの口は絶えることなく賛美を歌う。 

 

味わい、見よ、主の恵み深さを。 

いかに幸いなことか、御もとに身を寄せる人は。 

 

主は、従う人に目を注ぎ／ 

助けを求める叫びに耳を傾けてくださる。 

主は悪を行う者に御顔を向け／ 

その名の記念を地上から絶たれる。 

主は助けを求める人の叫びを聞き／ 

苦難から常に彼らを助け出される。 

主は打ち砕かれた心に近くいまし／ 

悔いる霊を救ってくださる。 

主に従う人には災いが重なるが／ 

主はそのすべてから救い出し 

骨の一本も損なわれることのないように／ 

彼を守ってくださる。』 

 

礼拝讃美歌⇒313番（旧 84番） 

『主に頼る者は』 

 

 

聖書⇒創世記 3章 8~9節（ES姉） 

『その日、風の吹くころ、主なる神が園の中を歩く音が聞こえてきた。アダムと女が、主なる神の顔を避けて、



園の木の間に隠れると、主なる神はアダムを呼ばれた。「どこにいるのか。」』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 1~7節 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

（祈） 

 

 

聖書⇒イザヤ書 61章 10節（SK兄） 

『わたしは主によって喜び楽しみ／ 

わたしの魂はわたしの神にあって喜び躍る。 

主は救いの衣をわたしに着せ／ 

恵みの晴れ着をまとわせてくださる。 

花婿のように輝きの冠をかぶらせ／ 

花嫁のように宝石で飾ってくださる。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15章 1~8節 

『兄弟たち、わたしがあなたがたに告げ知らせた福音を、ここでもう一度知らせます。これは、あなたがたが

受け入れ、生活のよりどころとしている福音にほかなりません。どんな言葉でわたしが福音を告げ知らせたか、

しっかり覚えていれば、あなたがたはこの福音によって救われます。さもないと、あなたがたが信じたこと自

体が、無駄になってしまうでしょう。最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受け

たものです。すなわち、キリストが、聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、葬られた

こと、また、聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと、ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。

次いで、五百人以上もの兄弟たちに同時に現れました。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分

は今なお生き残っています。次いで、ヤコブに現れ、その後すべての使徒に現れ、そして最後に、月足らずで

生まれたようなわたしにも現れました。』 

 

（祈） 

 

 

 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~29節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。従って、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その杯を飲んだりする者

は、主の体と血に対して罪を犯すことになります。だれでも、自分をよく確かめたうえで、そのパンを食べ、

その杯から飲むべきです。主の体のことをわきまえずに飲み食いする者は、自分自身に対する裁きを飲み食い

しているのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒144番（旧 59番） 

『憂きこと四方も』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24章 36~49節（SK兄） 

『こういうことを話していると、イエス御自身が彼らの真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と

言われた。彼らは恐れおののき、亡霊を見ているのだと思った。そこで、イエスは言われた。「なぜ、うろた

えているのか。どうして心に疑いを起こすのか。わたしの手や足を見なさい。まさしくわたしだ。触ってよく

見なさい。亡霊には肉も骨もないが、あなたがたに見えるとおり、わたしにはそれがある。」こう言って、イ

エスは手と足をお見せになった。彼らが喜びのあまりまだ信じられず、不思議がっているので、イエスは、「こ

こに何か食べ物があるか」と言われた。そこで、焼いた魚を一切れ差し出すと、イエスはそれを取って、彼ら

の前で食べられた。イエスは言われた。「わたしについてモーセの律法と預言者の書と詩編に書いてある事柄

は、必ずすべて実現する。これこそ、まだあなたがたと一緒にいたころ、言っておいたことである。」そして

イエスは、聖書を悟らせるために彼らの心の目を開いて、言われた。「次のように書いてある。『メシアは苦し

みを受け、三日目に死者の中から復活する。また、罪の赦しを得させる悔い改めが、その名によってあらゆる

国の人々に宣べ伝えられる』と。エルサレムから始めて、あなたがたはこれらのことの証人となる。わたしは、

父が約束されたものをあなたがたに送る。高い所からの力に覆われるまでは、都にとどまっていなさい。」』 

 



聖書⇒ヨハネによる福音書 14章 16b、26節 

『わたしは父にお願いしよう。父は別の弁護者を遣わして、永遠にあなたがたと一緒にいるようにしてくださ

る。 

 

『わたしは去って行くが、また、あなたがたのところへ戻って来る』と言ったのをあなたがたは聞いた。わた

しを愛しているなら、わたしが父のもとに行くのを喜んでくれるはずだ。父はわたしよりも偉大な方だからで

ある。』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24章 46~47節（KH兄） 

『「次のように書いてある。『メシアは苦しみを受け、三日目に死者の中から復活する。また、罪の赦しを得さ

せる悔い改めが、その名によってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる』と。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15章 1~7節 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要の

ない九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 18章 9~14節 

『自分は正しい人間だとうぬぼれて、他人を見下している人々に対しても、イエスは次のたとえを話された。

「二人の人が祈るために神殿に上った。一人はファリサイ派の人で、もう一人は徴税人だった。ファリサイ派

の人は立って、心の中でこのように祈った。『神様、わたしはほかの人たちのように、奪い取る者、不正な者、

姦通を犯す者でなく、また、この徴税人のような者でもないことを感謝します。わたしは週に二度断食し、全

収入の十分の一を献げています。』ところが、徴税人は遠くに立って、目を天に上げようともせず、胸を打ち

ながら言った。『神様、罪人のわたしを憐れんでください。』言っておくが、義とされて家に帰ったのは、この

人であって、あのファリサイ派の人ではない。だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。」』 

 

 

礼拝讃美歌⇒84番（旧 30番）（KH兄） 

『良き羊飼いは』 

 

 

 

《建徳要旨》 


